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Dental age m B~皿C期の下顎前突者21名(男子 9 名、女子12名、平均年令10才 8 カ月)を症例群、
同年令期の上下第 1 大臼歯関係が Angle の Class 1 で、正常な前歯被蓋関係を有する男女各 7 名





撮影の各フィルムから通法により作成した透写図上で、 10角度的項目、 1 線的項目の計測を行なった。
2. 筋電図測定:筋電図の記録には日本光電製 ME135D 型脳波計を使用した。被検筋は左右側の









放電持続時間 (D)、間隔(1)むよび各ストローク中での放電特続時間の占める割合 (P4) を計測、
算出し、各被験者ごとに平均値 (Cm， Dm, 1m, Pm) および、変化量の平均値 (Cv， Dv, 1v, Pu) を求めた口
b. 最大振幅の測定:最大かみしめ時およびクラッカー岨噛時の筋電図より、側頭筋前腹に対する
側頭筋後腹と日交筋の最大振幅の比 E値および坐値を各被験者ごとに算出した。、 Ta '="", v 0-- ~ Ta 
3. 各被験者から得た筋電図およびX 線写真の計測値から、 1 )症例群と対照群問、 2 )症例群の
うち Class 田関係を示す 19例を臨床診断によって分類した skeletal Class 田 group (10例)と
functional Class 皿 group (9例)問、における顎・顔面頭蓋形態および岨瞬筋活動様式の差異を、
各群ごとに各検査項目の平均値および標準偏差を求め、平均値の差の有意性の検定を行なって比較検








百 Tp H M られた。また側頭筋前腹に対する側頭筋後腹および、日交筋の最大振恥の比一一値 一一値は、最大かみしTa 、 Ta
め時、クラッカー岨鴫時のいずれも症例群の方が有意に小で、あった。
2. Functional Class 阻 group では、頭部X線規格写真計測値から、下顎の近心位を示す所見が













にし、また、下顎前突者の skeletal Class 皿と f unctional C lass m との鑑別診断に有効な手
-147-
がかりをあたえている。
以上、本論文は価値ある業績であって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格あるものと認める。
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